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4. 考 。 察

ム記の分析表に示す通り ， 採集時期の相違を考慮しなければ粘液質(寒

天分と見なされるもの)は California産の Gracilarioρsissjoesledtiiが国内

段、のオブノリに比して，かなり多い事が見られる。

Summarヤ

. According to.the suggestion by Dr. DAWSON， we attempted a巴omparative
analysis on .the' c~emÍ'cal components of a 'number of Gracilariaceae from 
various localitie3 in and o;:!t of Japan which ar.e useful or promising agarphythe. 

As a r巴sult，Grαci!αriopsis sjoestedCii collected by DAWSON at Carpenteria， 
California， proved to excel others in th巴 contentof agar which amounted to 

.4991% of' anhyelrotis' matter. Agar content of six samples of G1'αci!ω-ia from 
Japan was from 38.81 to 42.36%. 
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スコ ッ トランドの海 藻 研究J}Ji'

中沢信 王子

主将 2 回国際海藻 ν シポジクムは 1955 年 7 月 14~17 .仁lにわたって， ノー

ノレクエイのトロンドハイムにある Norg巴sTekniske Hogskole (Norwegian 

Technical Universityで聞かれる予定であるc 第 1回は 1952年 7月にスゴ

ットランドのエデンパラ大学で開かれ， そのときにはスゴットランドの淘

誌研究所 Instituteof Se:1weεd Rese<-ll'chの見学が行われた。この研究所をち

ょっと紹介したいと思う。

スゴッ トラ γ ドは海藻の些富なところで， しかもその研究史も rSい。た

とえば 1720年にフマンスで海諜灰の製造が付、じまると， まもなくそのj支術

がノノレクエイ ， スゴットランドおよびクエイノレズに伝えられ， 1830年にはス
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コットランド西方のへ ブリデス島で

20，OJJトン以土の海渓j天が主主出してい

る。この工業会社の化学部主任だった

STANFORD氏は，やがて海藻中に利用

価値の大きい成分がある点を強調 し，

1883年にアノレギン酸を発見し，その性

質は セノレ ロー ズ類似のものだと報告し

た。 ついで 1929年にはロ Y ドγ の

BONNIKSEN氏がアノレギ Y酸からセノレ

ロイドに似た物質をつくり出す仕事を

園 1 第 1回図際海淡シ ンポゾウ.L.O

丸皐で，採集品目 Ascoをみてν、ると

ころ。 1952年7月17ElDunbarにて。
(Annual Report 1952より)

はじめ，そのために褐藻類をたくさん採集 し，アノレギ γ酸およびセ ロファ γ

を製造販売する会社を設立した (1939)。 まもなく世界大戦がおこると共に製

品の販路が閉ざされ，中絶するに至ったが，やがてアノレギ γ酸からつくった

繊維が軍需品として利用価値を見出され，ついに大規模に工業化しようとし

たが，海藻の分布，種類，化学などが未知のために進歩がはかどらなかった。

そこで，スゴッ トラジド政府，エデ γパラ大学，各種研究lfrその他が協

同して， ついに 1944年にスコッ トランド海藻研究協会 (ScottishSeaweed 

Research Associ旦ticn)が創立された。 この協会はエデシパラ大学化学教室

内に間借していたが，まもなく大学の都合と協会自身が自分の研究室を持ち

たいという念願から，1947年になって，エデジパラ近郊のマッセノレパラとい

うIIIJのはずれ，Invel'esk Gateというところに古くからあった11エーカー余

りの家屋を研究所として採用することになった。せまいながらも， ここには

植物学，化学，放射線などの研究家，工作家，図書室および事務所がある。

またボー トも 6そう用意されえあり ，これによって Oban，Dunbar， Kirkwall， 

Lコchmaddyの4I'泊所にある研究所分室に述絡するこ とができる。

元来の目的が， この研究所は近海の海藻生育1状況，その季節的変化，食

品仰l値，成分などの大規校な調査をし，また海藻から薬品製造の方法を研究

するためにつくられ，現夜約 50名の職員でJlli蛍さ れている。 従ってこれか

ら紹介する i仕事の内界も海i誕の利用が第ーである。

毎年 7月には研究所が公開され，多くの人々が出入 し，諸外国からの訪

問者，滞在研究者も数十名をこえる。公開請泌も行われ，各種学術団体，工

業関係者などの集会にも利用されている。
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ェな仕事を紹介してみよう。

まずスコッ干ラ γ ドの沿岸 4，250

マイノレにわたって ， 主に褐~j~ の分布と

iiiとを5日lるために， 1945年以来サ {グ

エイがつづけられている。その結果干

満線からは 1946年にはすでに 18)，000

トγの褐藻があつめられ，分類され，

11347年には報告された (Proc.Lirm. 

Soc. Lond.， 159， Part 2， 90-99)。また千

i前線下からは主な褐藻として1，70J，000

エーカーにわたって生育するコ γプ科

の調査がなされ， 10，000，000トシが集

められた。さらに精密調査としてカド

ラート による研究がなされ，その結果

は関 2に示 した ようであった。

種々の褐藻の乾燥原料からはメタ

ノーノレ抽出によってマニト ーノレが製造

され，すでに商品和li他をもっている。

Fucus 'asiculosus， Pelatia canalicu-
間 2 スコツ トラン ).'""、初務分耳1;
1945-52 e削査による (Ä~'~~~l" lataからはブコイディシが，また La-

Report， 1952より己主主;j;) minaria clous!oni からは酸~11 1 :-1:によ

ってラミナリンができる。そしてこれらから，それぞれ L-フコ ーズ，D-グノレ

コーズが小規模ながら製造される。

これら薬品の製造!'i海B\~成分の和平f，:な研う'Eから r.;!i ;$lさしたもので， これに

|到する基礎的研究をみのがすことはできない。それは主に分析の千1:*である。

Pelatia canaliculataについては分析によって L フコ ーズの季節的変

化がわかり ，また Laminariadigilala， L. clousloni についてはその成分が

刊に Inchcolm 地域に ~F:.ïíーするものに 1 Y<1 して E'(. なっていることが深山条件と

の関辿において抗日かめられた。*J:泌ではi血l或(1りに硫酸J1utのidが変災にとむが，

.N， !灰分，還元組ifは比絞(1なー-定であるとと， また紅誌はガラクトーズを主な

担If分として持つが，Rhodymeniaρalmataおよび Rhodochorlonfloriclulum 

はとくにキνローズを持ち，Corallina officinalisではグノレコ ーズであると
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とも判明したe 緑謀についてはゐまり研究がなされていないが，目下 E.TIDn 

および A.HoLD両博。土が Enteromorρhatortaについて研究をすすめている。

紅i換と禍保 とについては.e-カロテインの旦を調査の結果，一般には 1

)Jよりも 9月にそのE;が多く ，また冷凍材料よりもすみやかに1;吃燥した材料

について合祉が高い こと が桜告された。 これは E.C‘OWEN博士の仕事で

ある。

Pelvetia canaliculata. Laminaria cloustoniではビタミン Eの含量が

しらべられ，深いところに生Yjーするものなど合i11がl当面であること，および

冬期よりも夏j切に多いことがわかった。これは F.BROWN 氏の{上れである。

Fucus vesiculosus. Accoρhyllum nodosum. Pelvetia canaliculalaでは

回l士lいことにふビタミンEがある。これは他の他物では大立にだけ矢11られて

いるものである。

ある *，a;:セおよび柑~iからは， 乾燥原料 1 g VCっき 0.5~1.0 mgの剖合で

ピタ ミ/'B'~b が と れる。また Ascoρhyllum からはビタミジ D が iÜII:l:1 され，

S. K. KON 同£によってニワ lリに試験されている。

海水，.¥， に1&射性同位)Gぷをいれ.lOoCでti'Hi'.他条{'¥ーはすべて正'市にし

て，物質の移動をしらべる研究もつづけられている。 CSI34は Rhodymeniα

ρalmataについてしらべられ，光を照射したとぎのみ吸収が行われるこ とが

わかった。 また同一植物について Rb聞に関しても同じ結果が判明 した。そ

の{也 1':;10 Co 仰 などが Fucu~ vesiculosus. F. serratus. Laminaria digi-

tata. Rhodymenia talmataなどについてしらべられている。

その他.w泌諜品の臨床試験，たとえばラミナ リソの血液代用，その硫

酸l担が血液の抗ゐÉ~S剤に用いられること ， またアノレギソ酸を医薬の吸収剤に

佼う こと，ラミナ リγやブ コイディシがヅィ ーノレスの増揃と関係あるこ とな

ども研究される。また豚 -ドその他家産iの削料として海泌を耳、Ij用する研究も

つづけられている。

原稿作成にあたり 山形六学の大津日氏に協力を]民いたことを感謝 しま す。
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